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研究推進委員会だより　　　　　

平成20年　７月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務職員会研究部
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5月23日の全体会で提案した「学校予算全般を数字で把握するためのシート」ですが、多くの方が作成をしてくださりありがとうございました。支部の話し合いから出た感想や課題の一部を紹介します。

【各支部　共通の印象】

・　人件費が多くて驚いた。

・　会計のすべてを把握できていない実態に気づいた。

・　会計全体を把握することが出来た。（経営資源の把握・運用）

・　会計や予算執行の見通しがついた。

・　学校会計の合計額は、校長が決裁をしている額である。

・　学校予算に占める、学校徴収金の割合が多いと感じた。（保護者負担軽減）

・　割合はどの学校も同じ。事務職員が担当している市費（公費）は少ない。預かり金は多い。

・　年間行事に対する予算の振り分けは、必要なことだが作業量は多い。経営ビジョンを実現するためにやりたい。（予算編成能力）

・　職員への周知の仕方や予算の立て方について、例えば学年費の予算を立てる時期など、悩みを相談するかたちになった。

· 学校会計の全般の把握資料は引継資料にもなる。
・　事務職員は、会計を把握する立場にある。いかに全体を把握し、会計間の調整をしていくかが課題。

・　市費消耗品の項目別の積算が校内配分や調査に対応できるのではないか。（コスト感覚）

【効果があったこと。良かったこと】

★　通帳の整理をするきっかけになった（会計のスリム化、保護者負担軽減）

予算を立てるのに役立った。（予算編成）

★　光熱費が見えないことは学校にとってマイナスである。節約から生まれた予算は配当予算に加算される。目にみえる形にして、先生や子ども動かせたらよい。（情報の発信）

★　補助金や担当外会計について、話し合うきっかけになった。上手に配分できないと、年度末にまとめて執行することになる。（予算会議）

★　教頭、市費負担職員と話ができた。補助金は教頭に聞かないとわからない。先生方に聞かれたときに答えられないので、把握しておきたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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【課題と思われること】

（説明責任・開示・会計の一括管理）

◎凍結になっている通帳が見つかった。

◎担当外が手がけている会計を把握するのは難しい。通帳の一括管理や、稟議書の起案を徹底するなど、校内でのチェック体制を確立する必要がある。
◎全ての会計の通帳、文書ファイルは集中管理すれば、把握することが容易になる。
（法規ついての知識の取得・システムの流れ）

◎会計担当者には帳簿の付け方から指導や助言をする必要がある。校内会計システムを誰でも使いやすいようにしてほしい。

◎補助金口座の利息については、年度当初の「無利息型通帳に切り替えていく」という説明に従い、全校切り替えをすすめる。
◎各会計の使い方を職員に周知させることで、有効的な執行ができるのではないか。

◎会計の処理を全て、事務が行うのではなく、それぞれの担当が行いながらも、事務職員が把握できるような体制が構築できればいいと思う。
（対人関係調整・他職との共働・教頭業務負担軽減）
◎補助金については、執行から出金まで全て担当が一人で行っている場合がある。校内での体制や分担を見直すことで、多忙化を解消する手立てを考えたい。

◎教頭と事務との連携のあり方を考えていく必要がある。
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	夏のチャンス到来！！！
学校を運営する会計全般を把握することで、あなたの学校では、どんな課題を見つけましたか？気づきは大きなチャンスです。課題の解決には、共同実施の場での支援を受けることや、教頭会・市費負担職員との合同研修会などが開催される夏に向けて、課題別に問題を整理することが必要です。

　　昨年度実施した「経営参画カード」などを利用し、課題の問題点や相談できる人を分析し、何が必要であるかを洗い出ししてみてはいかがでしょうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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～学校評価について～
昨年度は、学校事務評価アンケートに全校で取り組みました。
研推では、「全校体制で取り組んだため、若手の事務職員も取り組みやすかった」「パ
ソコンの集計ソフトで瞬時に集約できた」等の利点を生かし、継続実施したいと考えていま
したが、学校評価システムの全校実施を平成２１年度に控え、各校の学校評価システム導
入の動きの中で、事務主任としてより効果的で自校にあった事務部評価を進めてほしいと
考え、全校での取り組みはしないこととしました。
昨年度のアンケートはHPに載せますので、各校の状況に合わせて長期休業中に実施
したり、備品整理の際に利用するなどの活用をお願いします。
研推では、これからの事務部評価（学校評価システムへのかかわり等）について研究中
です！
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